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あの とき選んだ道
「そんなに悩 むんだった らコイ ンを投 げて表裏で決めればいいんだよ。簡単だ。僕 も君 と同 じこ
とで迷 った とき、 コイ ンで決めたんだ。」ある人が こういいま した。なんて無責任 な。 コイ ンなん
かで決め られへ ん。「冗談 じゃあ りません。真面 目にア ドバ イス して ください。」 しか しその人はコ
インを投げろ、 と繰 り返す ばか り。ああ、 こんな人に相談す るん じゃなか った…
当時、私 は どの道 に進 むべ きかで悩 んでいま した。それ まで進 んで来た道が急 に枝分かれ してい
たのです。 どの道 も同 じように暗 く、険 しい道であることは分か ります。い くつかの道 は、あるい
はすべ てが行 き止 まりか もしれません。立ち止 まって考 えていて も、 ます ます状況は悪 くなるばか
り。その とき初 めて人生 について真剣 に悩 んだ と思 います。 そ して、1つ の選択 をしま した。1年
半勤めた会社 を辞 めて大学 に戻 ることに した のです。今 か ら5年 半前、2000年 の夏で した。
1999年 春 に阪大理学研究科 の修士課程 を修了 してか ら、私はある会社 に就職 し、栃木県 の工場 に
配属 され ました。大学で の専 門を生 かす ことので きる電子部品の素子設計の仕事で、気 の合 う同期
や頼 もしい先輩、 よい上司に囲 まれ充実 した日々送 っていま した。 しか し入社 して1年 ほ ど経 った
とき、会社の方針転換 によ り仕事 内容が一変 しました。周 りの人 も転勤や転職で どんどん少 な くな
って いき、当初 はあ まり危機感 も感 じていなかった私 も、身の振 り方 について考えなければな らな
い状況 にな りました。 もともと私は物理学科の修士課程 を出た ものの、博士課程 に進むほ ど自分 は
研究 は好 きではない と思い、一般企業へ の就職 を選んでいました。 しか し会社へ入 って色々なフィ
ール ドか らの人々 と接す るにつれ、物理学 の考え方や大学での研究の大切 さをます ます感 じるよう
にな り、 もっと勉強 しておけばよかった、勉強 したい、 とい うように変化 してい ました。会社 の転
換 を きっかけに、大学へ戻 るの も1つ の選択肢 として浮上 して きま したが、大学 を離れて1年 半、
博士課程 で どこまでやっていけるか も自信が な く、 もし博士号が取れてもその先が厳 しいのは知 っ
ていま した。それ よ りもたったの1年 半なのだか ら、違 う会社で新 しくキ ャリアを積 むの も悪 くな
い。 それに少 しのあいだ我慢すれば、当時会社 が説明 していた通 り 「私の能力 を生かせ る仕事」が
回って くるか もしれ ませんで した。 とにか く悩 みに悩 みぬ き、い ろんな人に も相談 しましたが、結
局は自分で決 めなければ な りませ ん。四六時中それ について考 えているので歩 くときも自分の足 ば
か りみていたのを思 い出 します。そ して最後 に選 んだ道 は、慎重 な性格 の私 としてはかな り思 い切
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った選択で した。 とはいえ慎重 なので預金通帳 をに らみなが ら何度 も電卓 をたたき、 とりあえず こ
のお金が続 くまでは頑張 れる、 どうにもならな くなった ら外国で遊んだ と思って どこにで も就職す
れば よい、 と覚悟 を決めて大学 に舞 い戻 りま した。
しか し、たった一年半ぶ りの阪大豊 中キャンパスはだいぶ ん様子が変 わってい ました。浸水 で大
騒 ぎした図書館 は見違えるほ ど立派な建物 にな り、郵便局 まである、大学の生協 も売 り場が まった
く変 わっていて文房具 を買 う場所 も分か らない。慣れ親 しんだはずの母校で右 も左 も分か らず戸惑
い ました。 また、研 究に関す ることもす っか り忘 れていて、低温寒剤 の取 り扱い も4年 生 に確認 し
て もらうほ ど。 これでは博:士課程 どころか4年 生 か らや り直 さなければならない、最初のやる気 は
どこへや ら、す ぐに意気消沈 して しまい ました。会社生活 を恋 しく思 う気持 ちも出て きました。 も
ともと社交的でない私 は、否が応 で も多 くの人 と付 き合 わなければな らない会社 の環境 には当初 と
まどっていたのに、今度 は反対 に大学の人間関係 の薄 さが気 ににな りだ します。会社 では朝、出勤
して自分 の机 にたど り着 くまでに数え切れないほ どの人 と挨拶 を交わ し、仕事上で もどん どん新 し
い人 と知 り合 いますが、大学で 日々接 するの は同 じ研究室の人に限 られています。他学科 ともなれ
ば隣の研究室で も誰がいて何 をやっているのか分 か らない状況 に、 とて も落ち着かない気持 ちにな
りま した。会社 に入れば大学 のよさに気付 き、大学 に戻れば会社 は楽 しかったと振 り返る、結局私
は どんな場所 で も満足で きず、都合が悪 くなったか ら逃 げ出 しただけではないのか、 と情 けな くも
な りました。 しか しゆっ くり悩んでいる暇 もな く、す ぐに生活時間のほ とん どが実験 に支配 され る
研究生活 に突入 しました。 こうなったらほ とんどやけ くそ、 とにか くや らなければならないことを
こな し、 もがいていれば道が 開けるか もしれない と考えま した。その うち他大学や、阪大 の中で も
基礎工 の研究室 に出入 りさせていただ き、最初 に感 じた人間関係 の物足 りなさ も、研 究 を通 して
色 々な入 と知 り合 うことで解消 されてい きました。そ してあ っとい う問に時が過 ぎ、大学 に戻 って
か ら4年 目にやっ と博士号 を取 ることが出来 ま した。 と りあ えず当初 の 目的は果たせ たものの、今
度は落 ち着 く先が なかなか見 つからず、極 限センターや理学部で特任研 究員 をさせていただ きなが
ら、方々の大学 の公募 に応募 しま したが、不採用通知が増 えるばか り、生協 で買 った履歴書 には学
歴 と職歴 が入 りきらな くなって別の もの を買 いに行 くまでに。そろそろ どうに もならな くなって き
た、あの とき選 んだ道の先はやは り行 き止 まりだったのか。そんなときほど実験 は失敗続 きで、再
び道 は真 っ暗 にな り、今度 は自分が前 に進んでいるのか さえ分か りませ ん。 目に映るキャンパスの
風景 は大学入学時の景色 と重 な り、結局 自分 はあのころか ら何 も成長 していないのだ と思 わせ まし
た。 しか しなん とか 自分 を奮い立たせ、先の ことは考 えずに楽 しく研究生活 を送 るように心が け、
そ うこうしているうちに運良 く1つ の大学に採用 されて研究生活 を続 けることが出来 ることにな り
ま した。そんなわけで結局10年 近 くを過 ごした大 阪大学に別れ を告げ、昨年の11月 か ら松本市 にあ
る信州大学理学部で働 いています。
あの とき大学に戻 って よかったね、そういって くださる方 もいますが、それは私に も分 か りませ
ん。違 う道 を選んでいれば、今頃 もっ と幸せ に暮 らしているか も、 とパ ラレルワール ドに思い を馳
せ ることもあ ります。1つ 言 えるこ とは、 どの道 を選んでいて も私 は後悔 しなかっただろう とい う
ことです。あの とき、真剣 に自分の人生 について悩 んで、コインの力 な ど借 りず に決めたこ と。今
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ではあの悩んだ時間が私の宝です。
その無責任 なコイ ンのア ドバイス を、くれた人 は同 じ部署で働 いていた大先輩 で、博士号 を持 って
お られ ましたが、 ご自身が博士課程 に進 む ときも、諸事情か ら大変悩 まれたそ うです。その後、私
が大学 に戻 ることを報告する と、 「コインで決 めた?」 とまた聞 きます。 この年代 の男性 の悪 い と
ころは しつ こい ところです。そんなんで決め られ ませんって。
「そ うか、コイ ンを投 げなかったのか。僕 の ときはね、 どうして も決め られなかったか らコイ ン
で決めようとした。で もまさに投げる瞬間にね。」
ニヤ ッと笑 って私のほうを見 ます。
「表が出て欲 しい、 って強 く願 う自分 に気がついた。表は ドクター コースに行 くほうだ。真実 は
ね、僕 はコインを投 げようとしたが投 げなかった。投げ ようとす る瞬間に自分が本 当はどちらを望
んでいるかが分かる。だか ら君 にもコインを投げてみうって言 ったんだ。」
それ以来、私はなにか迷 った ときには心 の中でエイっとコイ ンを投 げます。表裏で決めるのでは
あ りません。その実体 の無い コインが キラキラと回転 して落ちて くるまでに、不思議 とどちらかを
選ぶ ことが出来るのです。
最後 にな りましたが、私が博:士号 を取 ることがで き、信州大学で研究が続 けられることになった
の も斗 大阪大学 のた くさんの方々のおかげです。あ りが とうござい ま'した。低温センター職員 の皆
様、特 に浅井 さん、古木 さん、工作 センターの松下 さんには多大な ご迷惑 をおかけ して、色 々な失
敗 を許 していただ きました。基礎工学研 究科 ・小林先生(現 岡山大)、清水先生(現 極 限センター)、
極 限センターの金道先生(現 東大物性研)、 加賀 山先生 にも、長 く色 々な場面でご指導 とア ドバイ
スをいただきま した。 また、出身研 究室である理学研究科 ・大貫研 の杉 山先生 、摂待先生、稲 田先
生(現 岡山大)、 野末研 の荒木先生 、低温セ ンターの竹内先生 には言葉で言い尽 くせ ないほ どお世
話 にな りました。本来 な らばそのご恩 を後輩の面倒 を見 ることでお返 ししなければな らないのに、
私 は指導する どころか一緒 に遊 んだ り逆 に実験 を助 けて もらって りしてひどい先輩 で した。 しか し
学生のみなさんのおかげで苦 しいなが らも今 か ら思えば楽 しい第2の 学生生活 を過 ごす ことがで き
ました。そ して、低温 センター長で もある大貫先生 には、大学に戻 ることを快 く承諾 していただ き、
研究全般の ご指導 は もちろん、道が見えな くて悶々 としていた 日々にも強 く励 ま していただ きまし
た。 この場 をお借 りして皆様 に厚 く御礼 申し上げ ます。
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